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　伊那谷を一望する福島てっぺん公園。アルプ
スに沈む夕日の美しさに息を飲みます。12月に
は公園一帯にイルミネーションが施され、幻想
的な空間に魅了されます。　　　豊丘村商工会

福島てっぺん公園に映える夕日

商工連ながの

豊丘村福島てっぺん公園
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10
月
19
日
（
木
）、
今
後
の
商
工
会
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
立
科
町
「
池
の
平
ホ
テ
ル
」
で
商

工
会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
冒
頭
、
柏

木
会
長
か
ら
「
現
在
の
商
工
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

会
員
の
減
少
、
後
継
者
不
足
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
商
工
連
に
お
い
て
は
、
引

き
続
き
『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
推
進
を
掲
げ
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
今
年
度
が
中
間
の
５
年
目
で
あ
り
、
今

後
５
年
間
の
取
り
組
み
に
向
け
て
、
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

商
工
連
と
し
て
今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
事
業
に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に

向
け
て
、『
観
光
振
興
事
業
の
取
り
組
み
と
観
光
関
連
事
業
者
へ
の
支
援
』
を
掲
げ
、

事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
立
科
町
の
米
村
町
長
か
ら
、「
地
方
情
勢
が
厳
し
い
時
代
が
や
っ

て
き
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
が
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か

う
か
は
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
若
者
を
ど
う
呼
び
込
む
か
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
商
工
業
を
支
え
る
皆
さ
ん
に
底
支
え
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
行
政
が
ど
う
応
え
る
か
。
皆
さ
ん
の
力
を
行
政
に
貸
し
て
い
た
だ
き
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
商
工
会
運
営
や
経
営
改
善
普
及
事
業
へ
の
功
労
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
を
出
席
の
４
商
工
会
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
地
域

経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
・
持
続
的
発
展
の
た
め
の
地

方
集
会
決
議
文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
会
議
に
続
い
て
、
観
光
振
興
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
基
調
講
演

と
し
て
「
こ
れ
か
ら
の
長
野
県
観
光
」

と
題
し
て
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所

の
清
水
愼
一
教
授
か
ら
、「
最
近
の
観

光
の
動
向
」、「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
核
と

し
た
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
で
の
商
工
会
の
役
割
」
等
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
県
内
観
光
の
実
態
と
今
後
の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
の
平
尾
勇
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
清
水
教
授
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
ま
た
長
野
県
議
会
宮
澤
敏
文
議
員
、
長
野
県
観

光
部
熊
谷
晃
部
長
、
立
科

町
商
工
会
竹
花
会
長
、
富

士
見
町
商
工
会
名
取
会
長
、

白
馬
商
工
会
杉
山
会
長
、

戸
倉
上
山
田
商
工
会
宮
川

会
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
商
工
会
長

か
ら
体
験
型
観
光
、
高
原

観
光
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
観
光
、
温
泉
観
光

の
紹
介
が
あ
り
、
各
地
で

の
観
光
へ
の
取
組
み
、
今

後
の
観
光
事
業
へ
の
取
組

み
方
法
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

挨拶をする柏木会長

清水愼一教授基調講演

商
工
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る

観
光
で
地
域
を
活
性
化

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

　

優
良
青
年
部
：
天
龍
村
商
工
会
青
年
部
・
喬
木
村
商
工
会
青
年
部

　

優
良
女
性
部
：
原
村
商
工
会
女
性
部
、 

栄
村
商
工
会
女
性
部

　

役
員
功
労
：
佐
久
市
望
月
商
工
会　

会
長　

松
井　

次
男 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

理
事　

伊
藤　

晴
彦 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

理
事　

土
屋
せ
つ
子 

氏

　

県
内
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
10
月

3
日
（
火
）
に
県
議
会
環
境
産
業
観
光
委

員
と
の
懇
談
会
を
ホ
テ
ル
犀
北
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
（
一
）
商
工
会
の
概
況
に

つ
い
て
、（
二
）
最
近
の
地
域
経
済
の
動

向
に
つ
い
て
（
三
）
商
工
会
が
進
め
る
経

営
支
援
体
制
に
つ
い
て
商
工
連
か
ら
説
明

を
し
ま
し
た
。

　

中
川
委
員
長
か
ら
は
、「
中
小
企
業
の

人
材
不
足
、
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
商
工
会
は
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
軸
と
し
て
経
営
支
援
を
行
っ
て
お
り
諸

課
題
を
共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
環
境
産
業
観

光
委
員
と
商
工
連
と
の
意
見
交
換
に
お
い

て
は
、
上
席
専
門
経
営
支
援
員
の
活
動
状

況
等
に
つ
い
て
活
発
な
ご
意
見
が
あ
り
、

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

県内の産業振興を図る

パネルディスカッション

挨拶をする中川委員長

～
商
工
会
長
会
議
開
催
～
　

　
～
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
～
　

～県議会環境産業観光委員会
　　　　　　　との懇談会開催～
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今
こ
そ
、
会
員
増
強
を
！

　

商
工
会
は
、
地
域
商
工
業
の
発
展
の
た
め
、

ま
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
組
織
と
し
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
会
員
数
の
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。
組
織
力
が
数
の
面
で
弱
ま

る
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。

　

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
中
期

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
も
最
重
点
で
取

り
組
む
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会

中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
環
境
変
化
に

対
応
す
る
商
工
会
の
変
革
を
実
行
し
て
、

会
員
の
皆
様
や
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在

に
な
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
行

し
て
、
商
工
会
の
魅
力
を
高
め
、
会
員
増

強
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
今
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
推
進

し
て
い
ま
す
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
間
地
点
の
今
こ
そ
、
商
工
会
の
魅
力
を

高
め
商
工
会
の
未
来
を
共
に
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

力
を
合
わ
せ
て
会
員
増
強
を
！

　

商
工
連
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
「
商

工
会
員
加
入
増
強
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
て
、
会
員
増
強
方
法
に
つ
い
て
研
究
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
会
員
増
強
の
手

引
書
の
、「
組
織
強
化

の
た
め
の
会
員
増
強
へ

の
取
り
組
み
策
」
を
作

り
、
平
成
二
十
九
年
三

月
に
各
商
工
会
へ
配
布

し
ま
し
た
。
こ
の
手
引

書
は
、「
会
員
数
を
増

や
す
こ
と
」、「
会
員
数

を
減
ら
さ
な
い
こ
と
」

が
主
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
商
工
連
と
商

工
会
は
重
点
的
に
会
員

増
強
運
動
を
推
進
し
ま

す
の
で
、
改
め
て
役
職

員
は
も
と
よ
り
、
商
工

会
員
の
皆
様
に
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
で
、
私
ど

も
組
織
の
仲
間
を
増
や

す
会
員
増
強
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

 

商
工
会
の
共
済
は
商
工
会
員
で

 

あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
で
す

　

団
体
割
引
の
あ
る
商
工
会
の
共
済
制
度

は
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
経
費
の
削
減

と
な
り
、
商
工
会
員
で
あ
る
こ
と
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
商
工
貯
蓄
共
済
、

会
員
福
祉
共
済
加
入
者
の
皆
様
が
、
契
約

法
人
会
員
料
金
で
利
用
す
る
こ
と
の
で
き

る
保
養
施
設
が
あ
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
で
す
。
商
工
会
員
の
皆
様
に
、
共
済

の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
共
済
関
係
で
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
商
工
会
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせはお近くの商工会へ

全国商工会経営者
休業補償制度

商工会の休業補償制度では万一働けなく
なった際の収入（１年間）を補償します !!

毎月１日午前０時または午後４時（引受保険会
社による）の補償開始でご加入いただけます。

加入は毎月受付中

商工会の休業補償制度（所得補償保険）

保険料

37～52％
割引

もし貴社で働く従業員や、皆様自身（会社経営者・個人事業主等）が今、大ケガや重い病気で
療養が必要となり、働けなくなってしまったとしたら…

　本制度は、商工会会員向け団体所得補償保険制度です。
　「商工会の休業補償制度」は、本制度の愛称です。
　この保険は被保険者が病気、怪我により就職不能となった場合、免責
期間（7日間）を経過した翌日から補償の対象となります。
　この保険の対象者は、商工会会員および商工会会員である事業所に勤
務されている方とその配偶者（家事に従事されている方）に限ります。
　ご確認のうえ、ご加入いただきますようお願い申し上げます。

年度

商工業者数

商工業者数等の推移

小規模事業者数

商工業者の会員数

会
員
増
強
で
組
織
強
化
を
！

保険料

割引
33.5〜52％
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■企業概要
　 　平成16年女性起業グループとして設立。主に地域

特産のねずみ大根を活用した加工食品の製造販売を
開始しました。

　 　平成29年７月現在は、従業員23名、全員が女性で
製造を担っています。

　 　製造する加工食品の種類も大幅に増えて、ドレッ
シング、ジャム、果実ケーキ、漬物、おやき等レパー
トリーも広く、オーダーメイド商品を含めて20種類
以上の商品を取り揃えて製造販売をしている企業で
す。
■課題
　 　起業以来苦楽を共にしてきたメンバーですが、高

齢化により熟練者の退職希望の話も出はじめたため、
熟練者在勤のうちに長年培った製造ノウハウをしっ
かりと継承するために、既存の箇条書きスタイルの
作業手順書の様式を見直し一新し『誰でも解る作業マ
ニュアル』作成の支援依頼がありました。
■支援内容
　 　私自身が、作業

実態を教示いただ
き全体を知る必要
があるため、商品
毎の製造工程の手
順、使用する材料、
温度管理や糖度管
理等具体的な内容
を把握する事から
始まりました。

　 　先ず、作業手順
書を作成した熟練
作業者（key person） 
への聞き取り確認
をし、製造現場の

作業に立ち会いながら作業ポイントの説明を受けま
した。

　 　又、同時並行して、全ての商品の原材料、必要備品、
包装材等を実際の作業手順毎に写真撮影して、詳細
に記録を残します。

　 　その後、作業マニュアルの形式を、一般的に製造
業で使用する品質管理工程図に類似したフロー図に
すること、又並行して撮影した写真も作業の流れに
沿って構成して、文字を読まなくてもその作業が分
かるように、写真によるフローチャート化にするこ
との２通りの作成を提案しました。

　 　フローチャートの作図作表の手段は、今後のメン
テナンスや新規作成および保存等の管理が容易に行
えるように、パソコンを活用した作成支援を行いま
した。
■支援の効果
　 　箇条書きの文字情報のみの手順書を流れ図化や写

真フローにすれば、より分かり易い手順書になり、
誰もがバラツキの少ない作業が可能であることを理
解いただいたこと、また、パソコン操作のスキルアッ
プによる自社内での作成取り込みが可能となったこ
とが大きな効果です。

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

田中　照光

上席専門経営支援員の支援事例紹介

味ロッジ自慢の商品

味ロッジの皆さん

新しい手順書例
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食品加工業の作業マニュアル作成支援事例
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上
信
越
自
動
車
道
、
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
1
㎞
と
交
通
の
便
に
恵
ま
れ

た
、
長
野
市
若
穂
地
区
に
あ
る
「
長
野
市
綿
内

東
山
工
業
団
地
」。
当
社
は
、
こ
ち
ら
に
移
転

し
て
丸
4
年
経
過
し
た
、
機
械
金
属
加
工
業
の

会
社
で
す
。
昭
和
38
年
に
現
代
表
の
父
が
自
宅

に
て
独
立
開
業
し
、
同
63
年
に
法
人
設
立
。
平

成
17
年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
、
ま

た
同
27
年
に
は
経
営
革
新
計
画
の
承
認
も
得
ま

し
た
。
創
業
以
来
50
年
余
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

や
建
設
機
械
向
け
の
油
圧
バ
ル
ブ
、
油
圧
制
御

部
品
、
冶じ

ぐ具
加
工
等
を
中
心
に
請
負
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

生
産
の
4
要
素
の
１
つ
で
あ
る
「
人
」
は
、

も
の
づ
く
り
に
お
い
て
、
最
も
重
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
景
気
動
向
や
少
子
高
齢
化

等
も
あ
り
、
人
手
不
足
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
卒
学
生
は
大
手
志
向
が
強
く
売

り
手
市
場
の
現
在
、
中
小
企
業
は
会
社
の
魅
力

を
高
め
る
努
力
を
し
な
い
と
従
業
員
の
確
保
は

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
に
当
社
も

そ
う
し
た
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
当
社
で
は
、政
府
が
示
す
「
働
き
方
改
革
」

の
方
針
に
則
の
っ
とり
、
生
産
性
向
上
や
労
働
時
間
短

縮
等
社
内
環
境
整
備
を
進
め
、
会
社
の
魅
力
づ

く
り
に
対
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」
申
請
に
至
っ
た
理
由
は
様
々
あ

り
ま
す
が
、
生
産
性
向
上
に
向
け
た
設
備
投
資

に
よ
り
当
社
競
争
力
を
高
め
、
そ
の
こ
と
が
社

内
労
働
環
境
改
善
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
た
こ
と
も
一
因
で
す
。

　

最
新
の
高
性
能
複
合
加
工
機
導
入
に
当
た
り
、

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
活
用
を
図
る
べ
く
、

商
工
会
の
上
席
専
門
経
営
支
援
員
等
か
ら
、
当

社
の
今
後
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
生
産
プ
ロ

セ
ス
改
善
の
内
容
、
ま
た
改
善
に
よ
り
参
入
で

き
る
市
場
分
野
や
市
場
規
模
等
に
つ
い
て
、
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
組
立
も
含
め
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
申
請
書
を
ま
と
め
た
結
果
、
無
事

採
択
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
は
大
き
く
２
つ
考
え
て

い
ま
す
。
１
つ
は
、
既
に
参
入
し
て
い
る
航
空

機
関
係
部
品
加
工
等
成
長
分
野
の
取
組
を
強
化

す
る
と
同
時
に
、
新
た
に
一
般
消
費
者
も
目
に

触
れ
る
製
品
を
対
象
と
し
た
も
の
づ
く
り
（
例

と
し
て
、オ
ー
ト
バ
イ
の
パ
ー
ツ
等
）
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
狙
い
は
、
特
に
若
い
世
代
に
も
理
解
し
や
す

い
も
の
を
製
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
を

担
う
若
者
が
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
労
働
者
が
不
足
し
て
い
く
中
、

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
融
合
・
補
完
関
係
の
構
築
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
誰
で
も
で
き

る
作
業
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
、
そ
し
て
人
は
更
に
高

付
加
価
値
な
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
生
き
残
り
を
か
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
展
望
に

向
け
て
、高
性
能
複
合
加
工
機
の
導
入
を
機
会
に
、

一
層
の
高
品
質
・
短
納
期
対
応
に
よ
り
お
客
様

に
信
頼
い
た
だ
け
る
会
社
を
、
ま
た
従
業
員
育

成
や
技
術
継
承
を
通
じ
て
、
働
く
従
業
員
に
も

喜
ば
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

有限会社 前角製作所　代表取締役社長　前角今朝登さん
本社工場所在地／長野市若穂綿内1136-8　電話番号／026-214-3560

長野市商工会

「ものづくり補助金」を通じた
会社の魅力づくり

本社工場

第2工場出荷検査場
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こ
う
み
Ｐ
―

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

　

こ
う
み
Ｐ
―

ね
っ
と
シ
ー
ル
は
、町
内
で
別
々

に
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た

３
団
体
が
団
結
し
て
組
合
を
結
成
し
、
平
成
13

年
度
に
始
ま
り
ま
し
た
。
お
客
様
の
使
い
勝
手

を
最
優
先
に
考
え
、
多
種
多
様
な
業
種
に
加
盟

を
呼
び
か
け
、
使
い
や
す
さ
を
工
夫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
親
し
み
や
す
さ
に
も
こ
だ
わ
り
、
名
前

の
「
Ｐ
」
は
「
店
に
立
ち
寄
っ
て
」
と
い
う
思

い
を
込
め
た
「
パ
ー
キ
ン
グ
」、
町
の
シ
ン
ボ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
森
の
小
人

「
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ァ
」
な
ど
を
意
味
し
、
シ
ー

ル
に
は
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ァ
の
絵
を
大
き
く
描
き

ま
し
た
。
店
と
お
客
様
の
間
で
手
渡
す
と
い
う

「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
町
内
に
す
っ
か
り
定

着
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
商
圏
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
に
伴
う
生
活
形
態
の
変
化
、
近
隣
市

町
村
へ
の
大
規
模
店
舗
の
出
店
等
に

よ
り
Ｐ
シ
ー
ル
の
利
用
率
が
減
少
傾

向
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
、

商
店
街
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
が

衰
退
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
小
海
町
の
特
徴

と
し
て
、
人
口
に
対
し
商
店
を
中
心
と

し
た
商
業
機
能
が
現
在
も
活
発
で
あ

る
こ
と
や
医
療
・
保
険
・
福
祉
と
い
っ

た
社
会
福
祉
施
設
や
そ
の
機
能
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
他
町
村
と
比
較
し
て
も
大
き

く
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
商
工
会
で
は
平
成
27
年
度

よ
り
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

委
員
を
若
手
後
継
者
等
中
心
に
委
嘱

し
て
、
１
年
間
に
わ
た
り
地
域
経
済
活

性
化
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
近

年
の
健
康
意
識
の
高

ま
り
や
平
成
30
年
度

に
は
、
国
民
健
康
保

険
に
お
い
て
保
険
者
努
力
支
援
制
度
が
開
始

さ
れ
、
す
べ
て
の
保
険
者
に
お
い
て
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
事
業
を
評
価
す
る
交
付
金
事
業
が
行

わ
れ
る
と
い
っ
た
背
景
を
踏
ま
え
、
町
の
健
診

や
健
康
増
進
事
業
、
介
護
予
防
事
業
、
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
や
佐
久
総
合
病
院
の
健
康

増
進
事
業
な
ど
と
協
力
し
て
小
海
町
の
特
徴

を
活
か
し
た
（
商
業
・
医
療
・
福
祉
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
観
光
）
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

よ
う
な
事
業
や
機
能
、
お
得
な
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
制
度
と
し
て
こ
う
み
Ｐ
―

ね
っ
と
ポ
イ
ン
ト

を
再
構
築
す
る
事
業
を
企
画
提
案
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
、
商
工
会
で
は
町
に
提
言
、
町

の
多
大
な
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ポ
イ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
構
築
費
用
を
補
助
金
で
賄
う
こ
と
が

で
き
、
平
成
29
年
度
か
ら
運
用
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
か
ら
Ｐ

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
開
始
す
る

に
は
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、

十
分
な
論
議
が
で
き
て
お
ら

ず
、
取
扱
店
の
端
末
機
器
の
操

作
や
取
扱
の
徹
底
、
ま
た
今
ま

で
発
行
し
て
い
た
Ｐ
―

ね
っ
と

シ
ー
ル
と
の
併
存
状
態
が
続
い

て
お
り
、
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
商
工
会
と
町

及
び
こ
う
み
Ｐ
―

ね
っ
と
協
同
組

合
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
解
決
し
て
い
き
、
こ

う
み
Ｐ
―

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
町
内
に
定
着
す

る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。小

海
清
流
ふ
れ
あ
い
橋

　
　
　
　
　
　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　

青
年
部
で
は
、
町
の
若
手
職
員
と
合
同
で
、

千
曲
川
に
架
か
る
歩
行
者
用
「
清
流
ふ
れ
あ

い
橋
」
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
８
月
４
日
か
ら

10
日
の
夜
開
催
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域

住
人
の
新
た
な
繋
が
り
や
終
了
時
間
を
早
く

し
て
お
客
様
を
周
辺
飲
食
店
へ
流
れ
る
よ
う

に
す
る
効
果
で
小
海
町
全
体
が
元
気
に
活
性

化
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
暑
い
夜
に
屋
外
で
の
冷
た
い
生
ビ
ー

ル
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
飲
食
店
の
美
味
し

い
つ
ま
み
、
解
放
的
な
雰
囲
気
と
相
ま
っ
て

多
く
の
来
場
者
が
あ
り
大
盛
況
で
し
た
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.108

東信



7 ●商工連ながの H29.11月号

経 　

過
日
、
北
信
の
あ
る
商
工
会
の
担
当
者
様
か
ら
次

の
よ
う
な
内
容
の
お
電
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
常
勤
職
員
が
退
職
し
た
後
、
募
集
を
掛
け
て
い

る
が
な
か
な
か
応
募
が
無
く
、
他
の
職
員
の
負
担
が

日
増
し
に
増
大
し
、
長
時
間
労
働
や
時
間
外
労
働
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
就
業
規
則
、
給
与

規
程
の
見
直
し
、
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
企
業
は
人
手
不
足
に
よ
る

業
務
へ
の
し
わ
寄
せ
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
人
手
不
足
に
お
け
る
企
業
が
取
り
入
れ

る
べ
き
対
策
」
に
つ
い
て
３
つ
の
切
り
口
で
考
え
ま

す
。

　

第
1
に
、
人
材
採
用
の
成
功

　

第
2
に
、  

既
存
人
材
で
事
業
を
展
開
す
る
体
制
の

整
備

　

第
3
に
、
人
材
の
定
着

　

第
1
弾
と
し
て
、
人
材
採
用
の
成
功
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
「
企
業
は
選
ば
れ
る
側
の
立
場

に
あ
る
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。
今

の
時
代
、
入
社
候
補
者
と
は
、
出
会
う
ま
で
が
一
苦

労
で
、
候
補
者
に
会
社
が
求
め
る
能
力
や
条
件
が
明

確
で
わ
か
り
や
す
く
、
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
か
ど
う

か
が
肝
心
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
照
準
を
定
め
、
狙

い
撃
ち
で
き
て
い
る
か
。
曖
昧
な
募
集
要
項
で
は
、

優
秀
な
人
材
に
は
ス
ル
ー
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
採
用
戦
略
を
明
確
化
し
、
魅
力
あ
る
求
人
票

の
出
し
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
を
挙

げ
る
と
早
朝
の
工
場
勤
務
に
つ
い
て
、
早
起
き
が
得

意
な
高
齢
者
に
的
を
絞
っ
て
採
用
し
た
企
業
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
前
提
に
は
企
業
内
の
就
業
規
則
を
は
じ

め
各
種
規
程
類
が
現
行
の
法
律
に
準
拠
し
て
い
る
か
、

正
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
か
又
は
職
場
と
か
け
離
れ

た
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
か
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

第
2
弾
と
し
て
、
既
存
人
材
で
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
に
つ
い
て
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
考
え
ま
す
。

　

1
つ
目
が
生
産
性
向
上
対
策
で
す
。
一
度
自
社
の

生
産
性
を
「
見
え
る
化
」
し
、
目
標
値
を
定
め
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
労
働
関
係
助
成
金
を
申
請
す
る
企
業

向
け
に
「
生
産
性
要
件
算
出
シ
ー
ト
」
が
掲
載
さ
れ
、

生
産
性
を
数
値
で
確
認
で
き
る
よ
う
な
資
料
が
あ
り

ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
こ
の
値
が
良
く
な
っ
た
企
業

に
対
し
て
助
成
金
の
助
成
率
を
高
め
た
り
、
能
力
開

発
支
援
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

2
つ
目
が
働
き
方
改
革
で
す
。
働
く
環
境
の
柔
軟

性
を
高
め
て
、
社
員
が
長
く
働
け
る
会
社
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
育
て
社
員

向
け
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
短
時
間
正
社

員
へ
の
登
用
制
度
の
導
入
な
ど
、
そ
の
手
法
は
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

　

3
つ
目
が
福
利
厚
生
の
充
実
策
で
す
。
人
は
褒
め

ら
れ
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
し
た
と
き
に
生

き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働
保
険
の

加
入
、
褒
賞
制
度
を
充
実
し
、
お
互
い
様
の
精
神
の

醸
成
、
休
憩
室
の
整
備
、
褒
め
あ
う
職
場
作
り
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
３
弾
は
、
人
材
の
定
着
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
従
業
員
と
の
「
対
話
」
が
何
よ
り
も

大
事
で
す
。
職
場
へ
の
不
満
や
将
来
へ
の
不
安
は

日
々
蓄
積
さ
れ
、
変
化
し
ま
す
。
そ
の
声
な
き
声
に

常
に
耳
を
傾
け
、
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
場
の
声
を
集
め
、
評
価
制
度
を
見
直
し
た
り
、

新
し
い
研
修
制
度
を
導
入
し
た
り
と
、
従
業
員
同
士

の
健
全
な
競
争
心
を
生
む
仕
組
み
で
組
織
が
活
性
化

し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
年
制
の
見
直
し
も
検
討
の
余
地
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
の
優
れ
た
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
有
効
に
活
用
し
、
長
く
働
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
人
材
の
定
着
が
図
ら
れ
、

結
果
的
に
サ
ー
ビ
ス
や
生
産
性
の
向
上
に
結
び
つ
き
、

「
あ
の
会
社
は
皆
生
き
生
き
働
い
て
い
る
」
と
し
て

評
判
に
な
れ
ば
こ
っ
ち
の
も
の
で
す
。

　
「
何
を
や
っ
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」

　

そ
ん
な
時
は
、
外
部
専
門
家
を
う
ま
く
活
用
し
、

戦
略
を
練
っ
て
も
ら
う
の
も
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
人
材
確
保
の
競
争
は
増
す
で
し
ょ
う
し
、

企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
局
面
が
続
き
ま
す
。
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
企
業
は
長
期
的
に
強
い
組
織

を
作
り
出
し
ま
す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

ど
れ
だ
け
の
情
報
を
集
め
、
行
動
で
き
る
か
。
企
業

の
底
力
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

人手不足における
企業が取り入れるべき対策

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

社会保険労務士
傳田　清一　氏



商工連ながの H29.11月号● 8

　

現
在
、
国
は
、
事
業
承
継
に
関
す
る
具
体
的
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
小

企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
の

20
年
間
で
経
営
者
年
齢
の
ピ
ー
ク
が
47
歳
か
ら
66
歳

へ
移
動
し
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
い
く
と
、

２
０
１
５
年
～
２
０
２
０
年
に
は
、
新
た
に
70
歳
に

達
す
る
事
業
者
が
約
30
・
６
万
人
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
営
者
の
高
齢
化
の
進

行
の
原
因
は
、
新
世
代
へ
の
事
業
承
継
が
円
滑
に
進

ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
企
業
で
は
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
後

継
者
が
お
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
状
態
に
あ
る
と
す
る

と
早
め
の
相
談
・
対
応
が
必
要
で
す
。
後
継
者
候
補

者
を
探
し
、
決
め
、
育
て
な
が
ら
事
業
承
継
を
進
め

る
に
は
、
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
直
面
す
る
で
あ
ろ

う
諸
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。
引
退
間
近
に
事
業
承
継
を
考
え

よ
う
と
し
て
も
遅
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
承
継
に
は
、
大
き
く
分
け
て
①
親
族
内
承
継
、

②
役
員
・
従
業
員
承
継
、③
第
三
者
承
継
（
Ｍ
＆
Ａ
）

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ご
自
分
の
会
社
の
場
合
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
事
業
承

継
は
、
税
務
・
法
務
・
経
営
の
複
合
的
な
問
題
が
絡

む
こ
と
が
多
い
の
で
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
ご
自
分
が
お
元
気
な
う
ち
に
着
手
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。以
前
は
、親
族
内
承
継
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
、
親
族
内
で
後
継
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
②
や
③
の
方
法
が
次

第
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

①
の
親
族
内
承
継
の
場
合
は
、
ご
自
分
の
法
定
相

続
人
（
主
に
子
供
さ
ん
）
を
後
継
者
に
考
え
て
お
ら

れ
る
場
合
で
す
か
ら
、
相
続
問
題
が
関
係
し
て
き
ま

す
。
法
定
相
続
人
が
複
数
お
ら
れ
る
場
合
、
株
式
を

ど
の
よ
う
に
後
継
者
に
引
き
継
が
せ
る
の
か
、
遺
言

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
、
遺
留
分
の
問
題

は
ど
う
な
る
の
か
、
金
融
機
関
等
へ
の
連
帯
保
証
債

務
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

②
の
役
員
・
従
業
員
承
継
の
場
合
と
は
、
例
え
ば
、

番
頭
格
の
従
業
員
さ
ん
に
会
社
を
引
き
継
ぎ
さ
せ
た

い
と
い
う
場
合
で
す
。
現
経
営
者
に
法
定
相
続
人
が

い
る
場
合
に
は
、
相
続
問
題
を
回
避
し
な
が
ら
、
番

頭
格
の
従
業
員
さ
ん
に
会
社
の
株
式
を
ど
う
や
っ
て

承
継
さ
せ
る
の
か
、
現
経
営
者
の
連
帯
保
証
債
務
を

後
継
者
が
引
き
継
ぐ
の
か
、
会
社
を
引
き
継
い
だ
場

合
の
後
継
者
の
税
金
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
っ
た

問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

③
の
親
族
外
承
継
の
場
合
は
、
ま
ず
、
後
継
候
補

者
を
会
社
外
か
ら
探
す
こ
と
が
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

後
継
候
補
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
に
事
業
引
継

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
考
え
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
後
継
候
補
者
が
決
ま
っ
た
ら
、
②
と
同
様

に
相
続
問
題
を
回
避
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
会
社
財
産
の
引
継
を
す
る
の
か
、
法
律
・
税
務
面

を
考
慮
し
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
承
継
と
い
っ
て
も
法
律
・
税
務

が
絡
む
複
雑
な
問
題
の
処
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
判
断
だ
け
で
進
め
る
の
は
、
思
わ
ぬ
税
金

を
負
担
し
た
り
、
相
続
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
り
と

い
っ
た
事
態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
、
税
理
士
さ

ん
、
公
認
会
計
士
さ
ん
、
中
小
企
業
診
断
士
さ
ん
、

弁
護
士
と
い
っ
た
複
数
の
専
門
家
か
ら
の
支
援
を
仰

ぎ
な
が
ら
進
め
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
各
地
の
経
営
指
導
員
の
方
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　事業承継への備えは
　　　　　出来ていますか？

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士　
林　一樹　氏
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当
社
は
、
先
代
の
父
が
１
９
７
４
年
に
下

條
村
に
創
立
し
た
会
社
で
、
当
初
は
り
ん
ご
、

梨
、
柿
等
を
生
産
す
る
農
園
で
し
た
。
当
社

か
ら
見
え
る
南
ア
ル
プ
ス
の
景
色
は
絶
景
で

あ
り
、
泰
阜
村
を
挟
ん
で
流
れ
る
天
竜
川
も

風
光
明
媚
な
季
節
を
川
面
に
映
し
出
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
豊
か
な
自
然
溢
れ
る
南
信
州
下
條
村

に
お
い
て
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た
果
実
生
産
を

目
指
し
、
病
害
虫
を
防
止
す
る
た
め
の
農
薬

は
過
度
な
使
用
を
控
え
、
必
要
最
小
限
度
に

し
た
減
農
薬
栽
培
、
有
機
肥
料
を
使
用
し
た

安
心
・
安
全
な
農
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
「
土
」
は
、
雪

解
け
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
た
り
、
堆
肥
を

自
分
た
ち
で
作
る
な
ど
豊
か
な
土
壌
つ
く
り

の
た
め
の
こ
だ
わ
り
を
貫
い
て
い
ま
す
。
こ

だ
わ
り
抜
い
た
方
法
で
栽
培
さ
れ
た
り
ん
ご

は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ま
ま
贅
沢
に
搾
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
で
唯
一
、
全
国
で
も
数
少
な
い
自
家

栽
培
・
自
家
搾
り
、
自
家
醸
造
を
実
現
し
、

商
品
を
作
り
出
す
会
社
で
す
。

　

社
長
の
亡
父
で
あ
る
古
田
道
寛
の
意
志
を

受
け
継
い
で
り
ん
ご
を
使
っ
た
ワ

イ
ン
や
シ
ー
ド
ル
の
商
品
化
を
目

指
し
、
別
会
社
を
社
長
と
高
校
の

同
級
生
で
あ
る
櫻
井
隼
人
が
代
表

取
締
役
と
な
り
、
果
樹
加
工
会
社

株
式
会
社
「
道
」
を
２
０
１
５
年

10
月
に
設
立
し
、
平
均
年
齢
32
歳

と
い
う
若
く
活
気
あ
ふ
れ
る
会
社

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
国
や
村
の
補
助
を
受

け
て
発
酵
す
る
た
め
の
醸
造
タ
ン

ク
等
を
購
入
し
、
既
存
の
搾
汁
施

設
と
併
せ
て
２
０
１
６
年
10
月
ま

で
に
製
造
工
場
を
完
成
さ
せ
、
12

月
に
は
果
実
酒
醸
造
免
許
の
交
付

を
受
け
、
２
０
１
７
年
5
月
に
2

社
で
立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｍ
＆
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｙ　

Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
」
か
ら
シ
ー
ド

ル
、
ア
ッ
プ
ル
ワ
イ
ン
を
今
回
初

醸
造
、
初
リ
リ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
商
品
は
カ
ネ
シ
ゲ
農
園

の
り
ん
ご
を
１
０
０
％
使
用
し
、

り
ん
ご
の
中
で
も
甘

み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

「
サ
ン
フ
ジ
」
を
１
０
０
％
使
用

し
て
い
ま
す
。
今
回
新
商
品
を
開

発
し
た
動
機
は
、
父
が
始
め
た
り

ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
作
り
で
す
。
父
は

り
ん
ご
の
生
産
だ
け
と
い
う
事
業

形
態
に
限
界
を
感
じ
、
果
実
の
可

能
性
を
信
じ
て
ジ
ュ
ー
ス
作
り
を
は

じ
め
、
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
「
道
」
と
い

う
名
の
会
社
を
設
立
し
、「
今
ま
で
の
道
を

大
事
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
道
を
つ
く
っ
て

い
く
」
と
い
う
思
い
で
シ
ー
ド
ル
や
ワ
イ
ン
、

ジ
ュ
ー
ス
等
を
こ
れ
か
ら
も
製
造
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
是
非
多
く
の
皆
様
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
夢
は
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
形
成
し
、
多
く
の
観
光
客
を

誘
致
し
て
地
域
の
活
性
化
に
な
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
当
社
の
活
動
状
況
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.112

この　に人
有限会社カネシゲ農園
代表取締役　古田　康尋さん

下條村商工会

カネシゲ農園の皆さん

クラフトサイダーとアップルワイン
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朝
日
村
は
、
松
本
平
の
西
の
端
に
位
置
す

る
山
間
地
で
す
。
鉢
盛
山
（
２
、４
４
６
ｍ
）

を
背
後
に
、
塩
尻
市
、
山
形
村
、
木
曽
郡
木

祖
村
等
と
接
し
て
い
ま
す
。
本
州
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
村
の
面
積
の
内
、
約
87
％
を

山
林
が
占
め
、
鉢
盛
山
か
ら
吹
き
降
ろ
す
風

に
よ
り
気
温
は
低
く
、
こ
れ
を
利
用
し
た「
あ

さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
」
は
、
比
較
的
小

規
模
な
こ
と
か
ら
、
松
本
近
隣
小
・
中
学
校

の
校
外
学
習
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
曽
義
仲
が
京
に
向
け
て
進
軍
し
た

ル
ー
ト
と
も
言
わ
れ
、
い
く
つ
か
の
史
跡
が

あ
り
、
山
道
を
越
え
て
木
曽
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

村
の
人
口
は
４
、６
０
１
人
で
、
新
し
い

宅
地
開
発
・
分
譲
販
売
や
子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
商
業
は
縮
小

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

産
業
と
し
て
は
、
高
冷
地
に
即
し
た
葉
物

野
菜
を
中
心
と
し
た
農
業
が
主
要
産
業
で
、

松
本
地
域
一
の
生
産
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
商
工
業
と
の
連

携
を
模
索
す
る
動
き

も
あ
り
ワ
イ
ン
、

ジ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
か
ら
、

販
売
方
法
の
協
力
、

観
光
と
の
結
び
つ
き

な
ど
幅
広
く
検
討
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
唐
松
の
活
用

に
よ
る
木
工
業
の
振

興
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り

朝
日
村
で
は「
朝
日
村

農
業
推
進
支
援
組
織

設
立
検
討
協
議
会
」、

「
朝
日
村
木
質
資
源
循

環
利
用
検
討
委
員
会
」、

「
朝
日
村
観
光
事
業
推

進
組
織
設
立
検
討
協
議
会
」
の
3
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
朝
日
村
商

工
会
は
そ
の
全
て
に
委
員
、
幹
事
と
し
て
参

加
。
特
に
観
光
組
織
に
つ
い
て
は
商
工
会
長

が
協
議
会
長
を
務
め
、
朝
日
村
観
光
協
会（
仮

称
）
の
平
成
29
年
度
中
の
設
立
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
観
光
資
源
の
乏
し
い
朝
日
村
で
、

形
の
変
わ
っ
た
組
織
を
作
り
、
観
光
・
産
業

か
ら
朝
日
村
Ｐ
Ｒ
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て

い
か
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
か
ら
10
分
。長
野
道
・

塩
尻
Ｉ
Ｃ
、
塩
尻
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
20
分
。
ご
来

村
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
組
織
づ
く
り
で

村
を
活
性
化

Vol.22
朝日村商工会

一面のレタス畑

オリジナルのスプーンや箸づくり（朝日村クラフト体験館）

蕎麦打ち体験（石挽そば処　もえぎ野）
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有期労働契約が反復更新されて通算５年を超えたときは、労働者の申込みにより、期間の定めのない労働
契約（無期労働契約）に転換できるルールです。通算５年のカウントは平成 年４月１日以降に締結した
有期労働契約から開始します。

厚生労働省 都道府県労働局

事業主の皆様・有期労働契約で働く皆さまへ

（労働契約法第 条：平成 年 月 日施行） 

【H29.1】 

安心して働くための「無期転換ルール」とは
～平成 年４月から無期労働契約への転換申込みが本格化！～

無期転換ルールとは

無期転換サイト 検 索

対象となる方は

くわしくは無期転換ポータルサイトへアクセス！
無期転換ルールの概要や無期転換のメリットなどのほか、
相談先である都道府県労働局の一覧等を掲載しています。

お困りの場合は、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）にご相談ください。

雇用されている方のうち、原則として契約期間に定めがある有期労働契約が５年を超える全ての方が対象
です。契約社員やパート、アルバイトなどの名称は問いません。

無期転換の申込みは、書面で行うことをお勧めします

無期転換申込権の発生後、働く方が会社に対して無期転換する旨を申し出た場合、無期労働契約が成立し
ます（会社は断ることができません）。この申込みは口頭でも法律上は有効ですが、のちのちのトラブル
を防ぐため、書面で行うことをお勧めします。

※ 無期労働契約の労働条件（職務、勤務地、賃金、労働時間など）は、別段の定めがない限り、直前の有期労働契約と
同一となります。労働条件を変える場合は、別途、就業規則などの改定などが必要です。

無期労働契約

←

締
結

←

更
新

１年

←

更
新

１年

←

更
新

１年
←

更
新

１年

←

更
新

１年

←

転
換

１年

申
込

【平成 年 月開始で契約期間が１年の場合の例】

H25.4 H26.4 H27.4 H28.4 H29.4 

年

H31.4 
無期転換
申込権発生

無期転換ルールを避けることを目的として、無期転換申込権が発生する前に雇止めを
することは、労働契約法の趣旨に照らして望ましいものではありません。また、有期契
約の満了前に使用者が更新年限や更新回数の上限などを一方的に設けたとしても、
雇止めをすることは許されない場合もありますので、慎重な対応が必要です。 
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経営セーフティ共済 検  索 小規模企業共済 検  索

★毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば課税対象所得400万円の方なら、
　約11万円の節税になります。（左図は確定申告書の記載例）

掛金は
損金もしくは
必要経費に
算入できます

掛金は
全額所得
控除

回収困難となった売掛金（被害額）
相当の資金を調達できます。

（最高8,000万円まで）

「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。
「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。 当面の資金繰りに

役立ち、自社と社
員を守れます。

当面の資金繰りに
役立ち、自社と社
員を守れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。 現役引退後の安心した

生活設計が図れます。
現役引退後の安心した
生活設計が図れます。


